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編集後記
私事で申し訳ないのですが、ぼ くは電気製品が好 きでよ く買います。特に、斬新 なアイデア、機能性、
操作性、デザインに引かれて、 ソニー製品をついつい買って しまいます。 ソニー といえば、創業者の盛
田昭夫氏 と井深大氏の両氏 を忘れ る事はで きません。盛 田昭夫氏は、大阪大学理学部物理学科を卒業 し
た、大阪大学の偉大な卒業生の一人です。井深大氏は、早稲 田大学理工学部電気工学科を卒業 し、在学
中から 「走 るネオン」の発 明で、その才能の一端 を示 して ました。盛 田昭夫氏は1999年の10月3日に、
井深大氏は、1997年12月19日に亡 くな られ ました。 日本が誇 る偉大な人材が亡 くな られ、誠 に残念です。
両氏は、 ソニーの前身である東京通信工業を1946年に設立 しました。両氏とも疑いよ うもない偉大な研
究者であ り技術者で したが、どち らかとい うとビジネス面V`長けていた盛 田昭夫氏 が営業 を担当 し、製
品開発は天才肌の井深大氏が担当 していた と聞 きます。井深大氏の会社設立趣意書 を読むと、現在で も、
その考え方の先進性 と斬新性には、驚かされます。(興味 のある:方は、http://www.world.sony.com/
JP/Corporatelnfo/History/prospectus.htm1を見て下 さい)先 日、井深大氏の事 を書いていた、短 い
記事を読んでいて、井深大氏の言葉にハ ッとさせ られ ました。井深大氏 は、井深語録 と言われる程、研
究者 ・技術老にとって含蓄 のある重要な言葉を数多 く残 しています。その記事 には、「アイデ ィアが重
要 なのではない。一つのアイデ ィアをど うやって、具体的 に実現 してい くかが重要 なのだ。」 とい う井
深語録 が書いていました。近年、アイデアの重要性が特 に強調 されていますが、現実問題と して、い く
らアイデアがあらて も、それが実現で きなければ何 も始 まらないとい う事です。 アイデアとその実現の
間には、高いポテソシャル ・バ リアーがあり、それを乗 り越 える事は大変であ り、そ して乗 り越える事:
が重要であると井深大氏は言 ってるのです。誠に重い言葉です。時 として、 このポテソシャル ・バ リアー
は、自分以外の多 くの人達のサポー トによって、そのハー ドルの高さを認識できていないとい う事があ
ります。低温 セソター副セ ソター長の大貫惇睦先生 が言ってます ように、液体ヘ リウム供給 は、多 くの
方々に よる大変な努力の上に成 り立っています。特 に、液体 ヘ リウム液化室 ・低温セ ンター技官の方々
の過度の労働 には、頭が下がる思いで、 この場 をか りて感謝 したいと思 います。万が一、液体ヘ リウム
が一切供給 されない という事態が、今後長期にわた り起 きて しまうとい う事 を想定す ると、井深大氏の
言葉の重 さを再認識 させ られ ます。最後に、大阪大学を退官 された大阪大学名誉教授 の大塚穎三先生の
言葉を もって、編集後記を終わ らせたい と思います。「ヘ リウムの一滴は、血の一滴である。」
(小堀 裕 己)
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表紙説明:人 ・オパール(直 径100・mの醐 多孔騨 炭素のSEM像・)(本文・・6参照)
